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年頭所感（消費者委員会委員長、消費者庁長官）

全国消団連は牛海綿状脳症（BSE）対策の見直しに関する意見を厚生労働省に提出

活動報告「市町村消費者行政調査活動交流会」／「マ・マーマカロニ宇都宮工場で見学会」

会員の取り組み（長野県消費者団体連絡協議会／富山県消費者団体連絡会／日本母親大会連絡会）

世界の消費者団体の取組

第51回全国消費者大会の開催について

会員団体活動予定

編集後記
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新しい年を迎えるにあたって

　謹んで新春のご挨拶を申し上げます。
　消費者庁、消費者委員会創設3年目を迎えた昨年は、「消費者安全法」と「特定商取引法」の改正、「消費者教育推進
法」の制定など、消費者の権利の確立に向けて重要な法律がつくられました。全国消団連では、この間、会員の皆様と
ともに、消費者の権利拡充につながる法案成立にむけて運動を進めてきましたが、残念ながら「集団的消費者被害回復
訴訟制度」は法案上程に至りませんでした。消費者被害の救済につながるこの制度の早期創設を求めて昨年12月に全国
43の団体の賛同の下に「早期創設を求めるシンポジウム」を開催しアピール文の決議を行いました。本年は、引き続き、
全国の会員団体の皆様、消費者ネットワーク組織の皆様、専門家の皆様とともに、早期創設実現のための取り組みを進
めたいと思います。
　1956年の全国消団連設立の目的と使命は「消費者の権利の確立とくらしを守り向上をめざすため、全国の消費者組織
の協力と連絡をはかり、消費者運動を促進する」ことでした。現在、消費者団体をとりまく状況が大きく変わる中で、
全国消団連として求められるものも変わってきています。私たちの運動の指針である「新・消費者運動ビジョン」を踏ま
えて、確かな未来をつくりだせる消費者運動を創造するために、新しい全国消団連づくりに取り組んでいく覚悟です。
　東日本大震災の影響は、依然として国民生活に大きく影を落としています。途半ばの震災復興や、電気料金値上げ
をはじめとしたエネルギー選択の問題など、課題は山積しています。被災された皆様のお気持ちに寄り添いながら、長
い将来を見据えて「消費者の力」の結集を図りたいと考えております。皆様の一層のご指導とご協力をよろしくお願い申し
上げます。
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